
日々の活動を
発信中!

●人口計　6,353 人　（－２）
　　男　　3,059 人　（ ０）
　　女　　3,294 人　（－２）
●世帯数　3,696 世帯（－３）

人のうごき
【令和７年８月末現在】

※ お誕生、お悔やみは、８/１～８/31に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を希望された方のみ掲載していま

す。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

 お悔やみ申し上げます

渡邊　一令さん　（71歳）　泉４丁目

永田と 子さん　（97歳）　泉２丁目

神　三恵子さん　（66歳）　中央１丁目

柴田　信子さん　（99歳）　泉２丁目

前川　誠司さん　（69歳）　美里４丁目

澤入ミヨ子さん （104歳）　字美留和原野

地域おこし協力隊
facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

毎月第３金曜日に開催！
てしかがコミュニTea
※ 詳しくは弟子屈町HPをご覧く
ださい。

地域おこし協力隊
Instagram（インスタグラム）
#teshikagram

協力隊の近況を

お知らせします！

ワイン事業推進支援員 小
こ

林
ばやし

徹
とおる

　７月からワイン事業推進支援員として着任し、弟子屈での暮らしにも少し慣れて
きた気がします。
　７、８月はブドウの管理作業（誘引、摘心、ほ場まわりの草刈りなど）がメイン

でした。７月は特に暑い日が続き、これまでの仕事では１日中屋外で作業することもなかったので、身体
が慣れるのに少し時間がかかりました。
　この時期は雑草も含め、植物の成長速度を肌で感じました。天気にもよりますが、次の日には数センチ
伸びているときもあります。管理作業で使う道具も、剪定ばさみやテープナー、刈払い機…と初めて手に
する道具ばかりで、まわりの優しい先輩方に教えてもらいながら、徐々に使い方に慣れていく日々でした。
　ナチュラルワインをつくる上で除草剤や殺虫剤などの薬品は使用しないため、雑草や害虫を効率的に駆
除する工夫が必要だと感じました。また、今後ほ場を拡大していくにあたり、機械や道具に頼れる部分は
積極的に活用し、直接人の手がかかる作業に集中できる環境づくりが課題となりそうです。
　８月になるとブドウの果房も大きくなり、９月上旬の時点でほとんどが着色しました。お盆を過ぎると
暑さもピークを超えて、涼しい日が増えてきました。
　10月にはいよいよ収穫を迎え、ワインの醸造が始まります。どれも初め
ての経験で新鮮ですが、収穫までブドウをじっくり観察し、美味しいワイ
ンになるように願いを込めて引き続き作業していきたいと思います！

夏の活動報告夏の活動報告

第121回

協力隊
通信

圃場風景圃場風景 晴れた日のほ場（奥には屈斜路湖が）晴れた日のほ場（奥には屈斜路湖が） 着色し始めた果房着色し始めた果房
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火事と救急は１１９番火火火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・弟弟弟子屈消防署・川湯支弟子弟弟弟弟弟子弟子子屈消屈消消防署防署署・・川湯川湯支支署湯支署署支署
火事と救急は１１９番
弟子屈消防署・川湯支署

E‐mail teshikaga.fire.119@bird.ocn.ne.jp
kawayufd@smile.ocn.ne.jp

火　災 ２件
救　急 371件
（川湯支署含む）

☎４８２‐２０７３　☎４８３‐２２１６

令和７年９月10日までの出動件数
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寄付ありがとうございます
藤田　利通　様（桜丘２）
　現金200,000円
　• 亡義母（立川清子）が生前町にお世話になったため、
まちづくりに活用してほしい。

渡邉　伊勢子（字美留和）　
　現金500,000円
　• 亡夫（喜七）が生前町にお世話になったため、まち
づくりに活用してほしい。

虹別コロカムイの会　会長　舘　定宣　様　
　シマフクロウの写真
　• 今年度生まれたシマフクロウの雛２羽と親の写真

を額に入れたので、町長室や応接室に飾っていた
だきたい。

森内　重則（埼玉県）
現金1,000,000円
　• まちづくりに活用してほしい。
ふるさと納税　5,329件　102,186,000円

運動期間／10月15日㈬～31日㈮～全国統一防火標語～

急ぐ日も  足止め火を止め  準備よし

令和７年　秋の火災予防運動

「急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし」を防火標語に、10月15日㈬～31日㈮までの間、全道一斉に秋の火災予防
運動が実施されます。この時期は空気が乾燥し、暖房器具の使用が始まるため火災が発生しやすくなります。
　この運動は、火災予防の意識を高め、火災の発生を防ぎ、万が一発生した場合にも被害を最小限にとどめ、火災か
ら命と財産を守ることを目的としています。

暖房器具の使用上の注意点 今年の弟子屈消防署の取組み
▶ストーブの周辺に可燃物を置かない。

▶ストーブの上で洗濯物を干さない。

▶給油する際は、必ず火を消してから行う。

▶古い灯油や異常な臭いがする灯油は使用しない。

▶スプレー缶をストーブの近くに置かない。

▶巡回防火広報、町内放送の実施

▶街頭広報の実施

▶ 郵便局集配車、役場公用車に防火マグネットシート

貼付

▶ＳＮＳなどを活用した火災予防啓発

24広報てしかが 2025.10


